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【目的】トリアセテートを膜素材とする機能分類Ⅴ型ダイアライザー

FB-150UHβeco（FB-UHβ・ニプロ）を使用する機会を得たので、HD に於い

てどのような溶質除去性能を示すのか、同じⅤ型のポリスルフォン膜ダイアラ

イザーNV-16X（NV-X・東レ）と比較検討する。 
【対象・方法】対象は安定期にある当院の外来透析患者 5 名（女性 4 名、男性 1
名）、平均年齢 65 歳、平均透析年数 33 年、原疾患は慢性糸球体腎炎が 4 名、紫

斑病性腎炎が 1 名である。 
両ダイアライザーの中空糸膜材質、内径、膜厚は、NV-16X がポリスルフォン、

185μ、40μ、FB-150UHβeco がトリアセテート、200μ、15μである。ケー

ス材質と滅菌方法はどちらもポリプロピレンおよびガンマ線滅菌である。 
方法は NV-X および FB-UHβを対象者 5 名にそれぞれ使用し、クロスオーバー

にて HD の性能評価を行った。評価項目は QB200ml/min、QD500ml/min を条

件にクリアランス、除去率、クリアスペースとアルブミン漏出量の経過である。

クリアランスは 1 時間と 4 時間後に測定し、小分子量溶質は血液基準と透析液

基準に、低分子量蛋白は血漿流量基準に算出した。除去率は 4 時間後に測定し、

低分子量蛋白はヘマトクリットで補正した。低分子量蛋白のクリアスペースと

アルブミン漏出量の経過は、HD 開始 30、60、120、180、240 分時に除水ポン

プから 30 秒間廃液を貯留し、その廃液濃度とサンプル時間の対数曲線から 30
分毎に算出した。透析装置は個人用透析装置 TR-3000S を使用し、エンドトキ

シン濃度は全床 40 台測定感度以下を維持した。 
【結果と考察】小分子量溶質のクリアランスでは、血液基準で尿素は NV-X が 4
時間後より 1 時間後の値が高く、クレアチニン、尿酸、リンは FB-UHβが 4 時

間後より 1 時間後の値が高かった。透析液基準で尿素は FB-UHβが 4 時間後よ

り 1 時間後の値が高かった（図 1）。 
低分子量蛋白のクリアランスでは、β2-MG は 1 時間後の NV-X が 69ml/min と

FB-UHβよりも高く、α1-MG は 1 時間後の FB-UHβが 20.1ml/min と NV-X
よりも高い値を示した。FB-UHβはβ2-MG とα1-MG で 4 時間後より 1 時間

後の値が高かった(図 2)。 



各溶質の除去率では小分子量溶質で特に差はみられないが、低分子量蛋白では

β2-MG で NV-X が約 70％と FB-UHβより高い値を示し、α1-MG で FB-UH
βが約 32％と NV-X より高い値を示した(図 3）。クリアランスと同様に NV-X
はβ2-MG の除去が高く、FB-UHβはα1-MG の除去が高い性能を示した。と

くに FB-UHβのα1-MG の除去率は約 32％以上あり、濾過の推進により高分子

領域の除去を高めた透析濾過（HDF）に近似した性能が示唆された。 
β2-MG クリアスペースの経過では、NV-X は FB-UHβより 2 時間後まで高い

値を示した(図 4)。クリアランス・除去率同様β2-MG の効率よい除去が NV-X
にみられ、長期使用により血中β2-MG 濃度が低下する効果が考えられた。 
α1-MG クリアスペースの経過では、FB-UHβは NV-X より終始高い値がみら

れ、各時間すべてに有意差がみられた。とくに FB-UHβは開始 1 時間で約 6 割

の除去があり、クリアランス・除去率同様α1-MG 領域の溶質除去に優れていた

(図 5)。 
α1-MG 領域の積極的な溶質除去は、貧血や不眠、イライラ感のなどの不定愁訴、

およびアミロイド症状による関節痛の緩和に改善効果があるとの報告が多数あ

り、HDF に於いてはそのα1-MG 領域の積極的な除去によって症状改善の効果

を目的としている。FB-UHβの高いα1-MG の除去は、長期的に種々の合併症

対策に効果があるのではないかと考えられた。 
アルブミン漏出量の経過ではFB-UHβはNV-Xより終始高いアルブミンの漏出

があり、4 時間透析の総量は NV-X で 1.6ｇ、FB-UHβで 4.9ｇであった(図 6)。
α1-MG 領域の高い除去性能を有する膜はアルブミン漏出量の増大につながる

ことが示唆され、使用に際しては患者の栄養状態に十分配慮することが必要と

考えられた。 
【まとめ】NV-X および FB-UHβのダイアライザーを HD に於ける性能評価を

行い、次のような知見が得られた。 
1. NV-X の効率よいβ2-MG の除去により、長期使用にて血中β2-MG 濃度が

低下する効果が推測される。 
2. FB-UHβの高いα1-MG の除去は HDF に近似した性能を示し、それにより

長期使用にて種々の合併症対策に効果が期待される。しかし、5ｇ近いアル

ブミンが漏出するため、使用に際しては患者の栄養状態に十分配慮すること

が必要である。 
3. 今後、アルブミン漏出を抑えつつ、α1-MG を効率的に除去するダイアライ

ザーの開発が望まれる。 



図1 小分子量溶質のクリアランス
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図2 低分子量蛋白のクリアランス
（血漿流量基準）
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図3 各溶質の除去率
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図4 β2-MGクリアスペースの経過
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図5 α1-MGクリアスペースの経過
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図6 アルブミン漏出量の経過
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